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第

回 

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
撤
廃 

 
 
 

※
２
０
２
４
年
３
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

日
銀
は
２
０
２
４
年
３
月

日
の
金

融
政
策
決
定
会
合
で
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
を
解
除
す
る
と
と
も
に
、
長
期
金

利
を
抑
制
し
て
き
た
金
融
緩
和
手
法

「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）
」
を
撤
廃
し
た
。
植
田
和

雄
総
裁
は
「
金
利
水
準
は
市
場
が
決
め

る
」
と
今
後
の
長
期
金
利
操
作
を
否
定

し
た
が
、
長
期
金
利
が
急
騰
し
た
場
合

は
「
機
動
的
に
国
債
を
買
い
入
れ
る
」

と
も
説
明
し
た
。 

 

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
と
は
、
国
債
の
満

期
ま
で
の
期
間
と
利
回
り
（
金
利
）
の

関
係
を
表
し
た
曲
線
の
こ
と
だ
。
通
常
、

期
間
が
長
い
ほ
ど
将
来
の
景
気
や
物
価

変
動
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
金
利
は

上
昇
す
る
。 

日
銀
が
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
の

柱
の
一
つ
と
し
て

年
９
月
に
導
入
し

た
Ｙ
Ｙ
Ｃ
は
、
時
に
効
果
を
上
回
る
ほ

ど
の
副
作
用
が
あ
る
「
劇
薬
」
と
さ
れ

て
き
た
。
異
次
元
緩
和
で
は
、
企
業
や

個
人
の
借
入
金
利
を
低
く
抑
え
る
た
め

に
短
期
金
利
を
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％
に

固
定
す
る
と
同
時
に
、
国
債
を
大
量
購

入
す
る
こ
と
で
長
期
金
利
の
指
標
で
あ

る

年
物
国
債
金
利
を
「
０
％
程
度
」

に
抑
え
て
い
た
。 

 

年
に
就
任
し
た
黒
田
東
彦
前
総
裁

は
、
年
２
％
の
物
価
上
昇
目
標
の
実
現

に
向
け
、
前
例
の
な
い
金
融
政
策
を

次
々
と
導
入
し
て
き
た
。 

 

Ｙ
Ｃ
Ｃ
導
入
の
引
き
金
と
な
っ
た
の

は
、

年
２
月
に
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ス

金
利
だ
。
日
銀
は
金
融
機
関
か
ら
預
か

る
当
座
預
金
の
一
部
に
マ
イ
ナ
ス
０
・

１
％
の
金
利
を
か
け
て
短
期
金
利
を
低

下
さ
せ
、
当
座
貯
金
の
お
金
を
企
業
へ
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の
貸
し
出
し
や
投
資
に
振
り
向
け
よ
う

と
し
た
。 

 

す
る
と
予
期
せ
ぬ
事
態
が
起
き
た
。

市
場
で
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
深
堀
り
で

金
利
は
さ
ら
に
低
下
す
る
」
と
の
観
測

が
強
ま
り
、
長
期
金
利
が
一
時
マ
イ
ナ

ス
の
水
準
ま
で
低
下
し
た
。
長
期
金
利

は
銀
行
の
企
業
向
け
融
資
な
ど
の
利
率

に
も
影
響
を
与
え
る
た
め
、
長
期
金
利

の
低
下
で
運
用
収
益
が
悪
化
し
た
金
融

機
関
か
ら
は
悲
鳴
が
上
が
っ
た
。
こ
の

た
め
、
日
銀
が
国
債
を
買
い
入
れ
る
こ

と
で
長
期
金
利
を
「
０
％
程
度
」
の
水

準
に
誘
導
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の
景

気
回
復
を
背
景
に
、
世
界
的
に
イ
ン
フ

レ
（
物
価
上
昇
）
が
加
速
。
バ
ン
ク
・

オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
主
要
中
央
銀
行

は
、
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
た
め
政
策

金
利
を
急
ピ
ッ
チ
で
引
き
上
げ
た
。
一

方
、
デ
フ
レ
脱
却
を
優
先
す
る
日
銀
は
、

異
次
元
緩
和
を
継
続
し
た
た
め
、
米
国

と
の
金
利
差
が
拡
大
し
て
円
安
・
ド
ル

高
が
進
行
。
輸
入
品
の
値
上
が
り
が
家

計
を
圧
迫
し
、
日
銀
の
金
融
緩
和
は
「
悪

い
円
安
」
批
判
の
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ

た
。 

 

ま
た
、
米
欧
の
金
利
上
昇
に
つ
ら
れ

て
日
本
の
金
利
も
上
昇
し
た
た
め
、
日

銀
は

年

月
、
長
期
金
利
の
上
限
を

０
・
５
％
に
引
き
上
げ
る
決
定
を
し
た
。 

 

し
か
し
そ
の
後
、
投
資
家
が
長
期
金

利
の
さ
ら
な
る
上
昇
を
見
越
し
て
国
債

を
売
る
動
き
が
続
い
た
。
日
銀
は
国
債

を
大
量
に
購
入
し
て
金
利
を
抑
え
込
ん

だ
が
、
国
債
の
大
量
買
い
入
れ
と
金
利

の
抑
え
付
け
が
「
金
融
市
場
の
機
能
を

損
な
う
」
と
批
判
さ
れ
た
。 

 

年
４
月
に
就
任
し
た
植
田
氏
は

「
長
期
金
利
の
上
限
を
厳
格
に
抑
え
る

こ
と
は
効
果
が
強
力
な
半
面
、
副
作
用

も
大
き
く
な
り
得
る
」
と
し
て
、
同
年

月
に
１
％
を
一
定
程
度
上
回
る
こ
と

を
容
認
し
た
。
た
だ
、

年
２
月
以
降

の
長
期
金
利
は
ほ
ぼ
０
・
７
％
台
で
推

移
し
て
お
り
、
長
期
金
利
捜
査
の
「
形

骸
化
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。 

 

一
方
で
、
長
期
金
利
が
急
騰
し
た
場

合
、
「
毎
月
の
買
い
入
れ
予
定
額
に
関

わ
ら
ず
、
機
動
的
に
買
い
入
れ
額
の
増

額
な
ど
を
実
施
」
し
て
、
金
利
を
抑
制

す
る
と
の
方
針
も
維
持
し
た
。 
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こ
れ
ま
で
日
銀
が
「
１
％
」
を
事
実

上
の
上
限
と
し
て
い
た
の
は
、
長
期
金

利
が
１
％
を
超
え
る
と
デ
フ
レ
脱
却
に

向
け
た
金
融
緩
和
の
効
果
が
低
下
す
る

と
判
断
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

◇ 

 

国
の
財
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
経

済
対
策
な
ど
巨
額
の
財
政
出
動
を
続
け

る
中
で
、
国
債
へ
の
依
存
が
強
ま
っ
て

い
る
。
国
と
地
方
の
長
期
債
務
残
高
は
、

年
度
末
の
１
０
６
５
兆
円
程
度
か
ら

年
度
末
に
は
１
２
８
０
兆
円
程
度
に

膨
ら
む
見
通
し
だ
。
こ
の
間
、
国
債
発

行
残
高
は
２
０
０
兆
円
近
く
増
え
た

が
、
日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
国
債

の
利
払
い
費
は
年
７
兆
～
８
兆
円
程
度

で
推
移
し
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
日
銀
の
政
策
転
換
で
風
向

き
が
変
わ
っ
た
。

年
度
一
般
会
計
予

算
案
で
は
、
国
債
の
償
還
や
利
払
い
に

あ
て
る
国
債
費
と
し
て
、
前
年
度
当
初

予
算
比
７
％
増
と
な
る

兆

億
円
を

を
計
上
し
た
。
長
ら
く
１
・
１
％
だ
っ

た
想
定
金
利
を
１
・
９
％
に
引
き
上
げ

た
た
め
だ
。 

 

あ
る
有
識
者
は
、
財
務
省
が
国
債
費

や
利
払
い
費
を
あ
る
程
度
の
余
裕
を
持

た
せ
て
見
積
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

金
利
が
上
昇
し
て
も
予
算
が
足
り
な
く

な
る
可
能
性
は
低
い
と
み
る
。
た
だ
し
、

「
政
府
に
は
、
超
低
金
利
で
国
債
を
大

量
購
入
し
て
く
れ
る
日
銀
へ
の
『
甘
え
』

が
あ
っ
た
。
日
銀
が
長
期
金
利
の
抑
制

を
や
め
れ
ば
、
国
債
の
利
払
い
費
が
膨

ら
む
リ
ク
ス
も
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
な

る
財
政
規
律
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘

し
た
。 

              


